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令
和
６
年
度
の
大
桑
村
一
般
会
計
並

び
に
各
特
別
会
計
予
算
及
び
公
営
企
業

会
計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要

　

我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
減

少
し
つ
つ
あ
る
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中

東
に
お
け
る
紛
争
に
よ
る
世
界
経
済
の

混
乱
や
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け

続
け
て
い
ま
す
。
国
は
、
経
済
見
通
し

に
つ
い
て
、
緩
や
か
な
回
復
が
期
待
さ

れ
る
が
、
物
価
上
昇
等
の
影
響
に
注
意

が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
令
和
６
年

度
地
方
財
政
計
画
で
、
地
方
税
の
増
収

を
見
込
み
、
地
方
団
体
が
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ

ル
化
や
脱
炭
素
化
の
推
進
な
ど
の
重
要

課
題
に
取
組
め
る
よ
う
地
方
交
付
税
総

額
を
前
年
度
か
ら
３
０
６
０
億
円
増
の

18
兆
６
６
７
１
億
円
確
保
す
る
と
と

も
に
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を

前
年
度
か
ら
５
４
０
２
億
円
抑
制
す
る

な
ど
し
た
う
え
で
、
通
常
収
支

分
に
お
け
る
一
般
財
源
総
額
を

62
兆
７
１
８
０
億
円
計
上
し
ま
し

た
。

　

村
内
の
経
済
状
況
を
見
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
の
持

ち
直
し
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
光
熱

費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
や
人
手
不

足
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

村
の
財
政
状
況
は
、
令
和
４
年
度
の

決
算
で
は
46
億
９
０
３
８
万
円
と
、
村

政
史
上
最
高
額
と
な
っ
た
令
和
３
年
度

に
比
べ
約
10
億
円
、
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。
今
後
数
年
に
わ
た
り
、
村
債
の

償
還
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
さ
ら
に
財
政

の
健
全
化
を
示
す
指
標
で
あ
る
実
質
公

債
費
率
も
上
昇
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
予
算
は
、
こ
れ
ら
の
状

況
を
見
据
え
、
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
の
進
展
に
対
処
す
べ
く
、
景
気

対
策
に
配
意
す
る
と
と
も
に
、
若
者
の

定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興

の
充
実
、
健
康
増
進
、
教
育
の
充
実
に

意
を
用
い
、
誰
も
が
住
み
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
や
さ
し
い
村
づ
く
り
の
推
進

を
重
点
に
編
成
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
総
額
が
36
億
２
０
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で

５
億
６
１
０
０
万
円
の
減
額
、
率
に
し

て
13
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
村
税
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
減
り
つ
つ
あ

る
な
か
、
物
価
高
の
影
響
を
受
け
依
然

と
し
て
厳
し
い
景
気
状
況
が
続
い
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
村
民
税
は
村
内
企
業

の
動
向
と
令
和
５
年
度
の
実
績
を
考
慮

し
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
固
定
資

産
税
の
減
額
に
よ
り
村
税
総
額
は
前
年

度
に
比
べ
３
０
９
万
１
千
円
の
減
収
見

込
み
と
し
、
５
億
８
７
０
８
万
７
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
令
和
５
年
度
の

歳
入
実
績
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

18
億
７
５
４
３
万
２
千
円
、
前
年
度

比
１
・
４
％
の
増
額
と
し
、
臨
時
財

政
対
策
債
４
０
０
万
円
と
合
わ
せ
た

総
額
は
18
億
７
９
４
３
万
２
千
円
で
、

１
７
４
１
万
３
千
円
の
増
額
を
見
込
み

ま
し
た
。
国
庫
補
助
金
は
土
木
費
で
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
と
橋
梁
定
期
点
検
を

実
施
、
総
務
費
で
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
を
計
上
し
、
前
年
度
比
32
・
８
％

増
の
１
億
１
２
７
２
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

村
債
は
、
木
曽
寮
建
設
負
担
分
が
皆

減
と
な
り
、
国
庫
補
助
事
業
の
補
助
裏

財
源
な
ど
と
し
て
過
疎
対
策
事
業
債
、

延
沢
改
修
事
業
な
ど
緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
債
、
宮
の
沢
浚
渫
事
業
へ

緊
急
浚
渫
事
業
債
を
充
て
、
前
年
度
比

45
・
０
％
減
の
２
億
６
５
９
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

所
信
表
明

所
信
表
明
表

所
令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

▲完成した木曽寮
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内
で
製
作
し
た
木
の
お
も
ち
ゃ
の
贈
呈

を
継
続
し
ま
す
。

　

高
齢
化
率
43
％
を
超
え
た
当
村
で
は
、

生
活
習
慣
病
保
有
率
も
高
い
数
値
を
示

し
て
い
ま
す
。
健
康
な
体
を
兼
ね
備
え

た
長
寿
を
目
指
し
、
健
康
講
座
や
健
康

づ
く
り
実
践
事
業
を
継
続
し
、
予
防
活

動
を
推
進
す
る
ほ
か
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
標
に
基
本
健
康
診

査
、
人
間
ド
ッ
ク
、
各
種
が
ん
検
診
を

充
実
し
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
胃
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
検
診
の

無
料
化
を
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
令

和
５
年
度
に
補
正
予
算
を
計
上
し
た
が

ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
事
業

を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
へ
の
安
定
し
た
医
療
提

令
和
６
年
度
の
主
要
施
策

笑
顔
あ
ふ
れ
る

笑
顔
あ
ふ
れ
る

優
し
い
む
ら
づ
く
り

優
し
い
む
ら
づ
く
り

　

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
が
進
む
中
、
様
々
な
課
題
を
抱
え

る
人
や
家
族
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
た
に
社
会
福
祉

士
を
配
置
し
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

出
生
数
は
こ
こ
数
年
横
這
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
・
就
労
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
環
境

は
様
々
で
す
。
要
望
や
相
談
が
多
様
化

し
課
題
も
多
い
中
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で
伴
走
型
支
援
を
行
う

た
め
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
核
と
し
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
目
指
す
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
産
後
な
ど
の
負
担

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
乳
児
健
康
診

査
に
つ
い
て
も
助
成
を
継
続
し
、
不

妊
・
不
育
治
療
費
補
助
も
引
続
き
取
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
後
１
年
ま
で

の
妊
産
婦
に
か
か
る
医
療
費
の
補
助
を

継
続
し
、
出
産
後
に
家
族
な
ど
の
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
病
院
で
産

後
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
産
後
ケ

ア
事
業
を
継
続
し
、
先
天
性
代
謝
異
常

検
査
の
自
己
負
担
分
の
補
助
、
医
療
機

関
で
の
乳
房
相
談
等
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
補
助
事
業
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
保

育
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
保
育
料

の
無
償
化
は
継
続
し
、
給
食
費
の
無
料

化
と
併
せ
負
担
軽
減
を
図
る
な
ど
、
保

護
者
の
就
労
機
会
の
増
加
に
伴
う
未
満

児
保
育
に
対
応
し
ま
す
。
引
続
き
、
出

産
時
と
小
・
中
学
校
の
入
学
時
に
支
給

す
る
、
す
こ
や
か
子
育
て
応
援
祝
金
は

実
施
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
本
に
親
し
ん
で
も
ら

う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
は
じ
め
、
小
学

生
の
『
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
、
『
ア
ッ

プ
・
10
（
テ
ン
）
・
ブ
ッ
ク
』
、
中
学

生
に
は
『
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
』
を
引
続
き

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
木
育
を
推
進
す

る
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
で
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
新
生
児
に
村

供
と
地
域
医
療
機
関
の
充
実
の
た
め
、

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
を
始
め
た
村
内

医
療
機
関
へ
の
地
域
医
療
支
援
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

　

新
生
児
を
対
象
と
し
た
各
種
ワ
ク
チ

ン
な
ど
の
定
期
予
防
接
種
、
乳
幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
及
び
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
並
び
に
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
を
継
続
し
ま

す
。
一
般
の
風
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
年
代
の
男

性
を
対
象
に
、
検
査
及
び
予
防
接
種
を

継
続
し
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
認
知
症
対
策
と

し
て
、
初
期
段
階
か
ら
の
相
談
体
制
及

び
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
充
実

に
引
続
き
取
組
み
ま
す
。
特
に
、
徘
徊

中
の
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
保
険
へ
の

加
入
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
等

に
よ
る
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
支
援

と
し
て
、
引
続
き
村
の
公
共
交
通
回
数

券
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
運
転

者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
の
安

全
運
転
支
援
装
置
導
入
補
助
金
制
度
を

継
続
し
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な

施
設
整
備
を
実
施
し
、
当
年
度
は
空
調

設
備
を
改
修
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

▲アップ・10・ブック　贈呈式の様子

▲  おおくわ子育て
ガイドブック

3



ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
そ
の
他
の
感

染
症
へ
の
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が

ら
社
会
福
祉
協
議
会
、
村
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
介
護
予
防
教
室
、

健
康
教
室
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
支

え
合
い
活
動
な
ど
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
く
わ
っ
こ

工
房
で
は
、
障
が
い
を
持
つ
皆
さ
ん
の

社
会
参
加
の
促
進
と
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
を
図
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
活
動
や
余
暇
活
動
支
援
事
業
を
継
続

し
ま
す
。
ま
た
、
身
体
の
不
自
由
な
人

や
寝
た
き
り
と
な
っ
た
人
を
対
象
に
福

祉
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
補
助
を

継
続
し
、
さ
ら
に
移
動
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
通
院
・
通
所
・
買
い

物
な
ど
移
動
に
対
す
る
支
援
を
図
る
た

め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
や
障
害

者
施
設
通
所
交
通
費
の
補
助
を
拡
充
し

ま
す
。

美
し
く
安
全
な
む
ら
づ
く
り

美
し
く
安
全
な
む
ら
づ
く
り

　

地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る

異
常
気
象
は
、
以
前
で
は
想
定
で
き
な

い
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
規
模
の
大
き

な
地
震
発
生
時
に
は
当
村
に
お
い
て
も

被
災
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

相
次
ぐ
自
然
災
害
の
防
災
・
減
災
対

策
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、
利
水
ダ
ム
の

事
前
放
流
の
定
着
や
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル

の
長
寿
命
化
を
図
る
点
検
・
改
修
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た

防
災
対
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
更

に
国
・
県
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

国
の
直
轄
砂
防
事
業
は
、
下
在
砂
防

堰え
ん

堤
工
群
、
猿
沢
砂
防
堰
堤
緊
急
対
策

事
業
、
浦
川
第
２
砂
防
堰
堤
改
築
事
業
、

太
田
第
１
砂
防
堰
堤
事
業
、
矢
垂
沢
砂

防
堰
堤
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
県
の
事

業
と
し
て
は
、
殿
下
落
地
区
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
村

事
業
で
は
、
延
沢
整
備
工
事
を
継
続
し

ま
す
。

　

地
域
景
観
整
備
で
は
、
三
色
桃
に
よ

る
景
観
整
備
を
継
続
し
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
が
参
画
す
る
地
域
の
景
観
整
備

事
業
な
ど
自
主
的
な
活
動
に
つ
い
て
も

支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
取
組
み
を
お
願
い
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
更
な
る
推
進
と
、
ご
み
の
減

量
化
を
進
め
る
た
め
資
源
回
収
事
業
奨

励
金
と
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成
を

継
続
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
の
太
陽
光
発
電

設
置
補
助
金
は
補
助
要
件
を
見
直
し
す

る
と
と
も
に
、
野
良
猫
等
の
繁
殖
を
抑

制
す
る
た
め
の
不
妊
去
勢
手
術
補
助
金
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
保
守
点
検
へ
の
助

成
金
及
び
設
置
整
備
に
対
す
る
補
助
金

も
継
続
し
ま
す
。

快
適
で
住
み
や
す
い

快
適
で
住
み
や
す
い

む
ら
づ
く
り

む
ら
づ
く
り

　

村
道
関
係
で
は
、
役
場
旧
庁
舎
取
壊

し
に
伴
う
村
道
長
野
線
の
改
良
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
野
尻
向
橋
及
び
口
宮
の
沢
橋
の

橋
梁
修
繕
工
事
を
行
う
と
と
も
に
神か
ん

沢ざ
わ

１
号
橋
の
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
ほ
か
、

村
内
32
の
橋
梁
及
び
ト
ン
ネ
ル
の
点
検

を
行
い
ま
す
。

　

県
事
業
の
木
曽
川
右
岸
道
路
整
備
事

業
は
、
和
村
橋
整
備
工
事
を
継
続
し
早

期
開
通
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
阿
寺

地
区
か
ら
南
木
曽
町
戸ど

場ば

ま
で
の
工
事

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
県
代
行
事
業

で
大
桑
橋
か
ら
国
道
19
号
ま
で
の
取
付

道
路
を
整
備
し
ま
す
。　

　

国
道
19
号
で
は
、
関
山
青
木
沢
橋
他

２
橋
の
橋
梁
修
繕
事
業
を
行
い
ま
す
。

村
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
木
曽

病
院
線
及
び
坂
下
診
療
所
線
、
村
内
循

環
線
の
ダ
イ
ヤ
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
充

実
し
、
村
内
の
移
動
や
通
院
な
ど
交
通

手
段
の
確
保
と
利
用
者
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

　

地
方
創
生
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
、

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
若
者
の
村

内
定
着
と
移
住
・
定
住
化
を
図
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
空
き
家
紹

▲現在工事中の延沢

▲改良される村道長野線
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介
・
活
用
事
業
に
引
続
き
取
組
む
と
と

も
に
、
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
及
び
空

き
家
対
策
に
伴
う
補
助
事
業
は
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
部
か
ら
村
内
へ
移
住
す

る
人
に
対
し
移
住
支
援
金
を
交
付
す
る

移
住
支
援
事
業
及
び
新
婚
世
帯
が
住
宅

を
確
保
す
る
際
の
経
費
助
成
事
業
は
拡

充
し
ま
す
。

　

国
土
調
査
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

は
、
殿
24
区
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る
む
ら
づ
く
り

活
力
あ
ふ
れ
る
む
ら
づ
く
り

　

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
農
地

の
総
合
管
理
を
図
る
た
め
、
農
地
所
有

者
と
関
係
機
関
が
連
携
し
話
し
合
い
の

う
え
、
農
地
の
将
来
像
を
可
視
化
す
る

「
地
域
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

農
業
委
員
に
よ
る
農
地
利
用
最
適
化
を

推
進
し
中
山
間
地
域
の
特
色
あ
る
生
産

活
動
を
振
興
し
ま
す
。

　

森
林
整
備
事
業
は
国
・
県
の
制
度
を

十
分
活
用
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
事
業
を
進

め
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
中
山
地
区
で
は
、

環
境
林
整
備
事
業
と
し
て
鳥
獣
被
害
や

枯
損
木
等
の
状
況
を
考
慮
し
た
全
体
計

画
を
策
定
し
、
遊
歩
道
の
整
備
を
実
施

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
沿

い
の
危
険
木
・
有
害
鳥
獣
誘
引
木
の
個

人
伐
採
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業
は
、

内
容
を
見
直
し
事
業
規
模
を
拡
大
し
ま

す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
管
理
制
度
業
務
は
、

木
曽
広
域
連
合
森
林
整
備
推
進
室
と
連

携
し
、
地
区
説
明
会
の
開
催
や
意
向
調

査
に
引
続
き
取
組
む
と
と
も
に
、
村
有

林
管
理
で
は
、
計
画
的
に
整
備
を
実
施

す
る
た
め
森
林
整
備
計
画
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

　

木
育
推
進
事
業
と
し
て
、
小
中
学
生

の
自
然
体
験
活
動
支
援
を
目
的
と
し
た

村
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
料
へ
の
助
成

事
業
は
継
続
し
ま
す
。

　

林
道
で
は
、
野
尻
与
川
線
二
反
田
２

号
橋
橋
梁
修
繕
詳
細
設
計
業
務
に
着
手

し
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
の
連
携
を
継

続
し
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
駆
除
、
追

払
に
努
め
ま
す
。
ま
た
減
少
す
る
有
害

鳥
獣
駆
除
従
事
者
確
保
の
た
め
狩
猟
免

許
取
得
者
へ
の
補
助
な
ど
を
継
続
し
ま

す
。

　

阿
寺
渓
谷
の
車
両
交
通
規
制
は
、
事

業
を
一
括
委
託
し
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

　

木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
・
あ
て
ら
荘
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
持
ち
直
し
の
兆

候
も
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
指
定
管
理

者
と
連
携
を
進
め
つ
つ
施
設
を
有
効
活

用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
ま
で
利

用
者
が
復
調
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

　

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
は
林
道
工
事
に

よ
る
２
年
間
の
休
園
が
終
了
し
、
新
た

に
指
定
管
理
者
に
よ
る
営
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
指
定
管
理
者
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
来
場
者
の
増
加
を
期
待
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

森
の
里
の
秋
ま
つ
り
は
、
昨
年
に
引

続
き
、
村
民
が
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
継
続
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ

活
動
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
が
、
地

域
に
密
着
し
た
協
力
活
動
の
拡
大
に
期

待
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
新
た
に
民

間
連
携
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
学
び
つ
づ
け

一
人
ひ
と
り
が
学
び
つ
づ
け

ら
れ
る
む
ら
づ
く
り

ら
れ
る
む
ら
づ
く
り

　

小
・
中
学
校
で
は
少
人
数
の
学
年
が

続
く
と
と
も
に
、
様
々
な
事
情
を
持
っ

た
支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
が
在
籍
し

ま
す
。
引
き
続
き
教
育
相
談
支
援
員
、

▲建設が進む和村橋

▲指定管理になるのぞきど森林公園

▲木曽川右岸から望む中山
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心
の
相
談
員
を
配
置
し
対
応
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
村
費
職
員
を
小
学
校
へ

１
名
、
中
学
校
へ
３
名
配
置
す
る
と
と

も
に
、
外
国
語
教
育
を
充
実
す
る
た
め
、

小
・
中
学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
１
名
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
配
置
し
ま
す
。
学
校
給
食
に
つ
い
て

は
副
食
の
食
材
費
を
全
額
補
助
し
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

｢

放
課
後
子
ど
も
教
室｣

は
長
期
の
休
み

を
含
め
通
年
で
継
続
し
、
放
課
後
の
子

ど
も
の
安
全
な
場
所
を
確
保
し
ま
す
。

　

大
学
等
を
卒
業
し
た
後
、
村
内
へ
Ｕ

タ
ー
ン
し
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て
い

る
人
へ
の
補
助
は
引
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
で
は
、
定
勝
寺
耐
震
補

強
工
事
と
池
口
寺
薬
師
堂
災
害
復
旧
工

事
へ
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
弓
矢

飼
育
所
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
進
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
に
愛
着
を
持
ち
自
分
ら
し
く
、
い

き
い
き
過
ご
せ
る
村
を
目
指
し
、
社
会

教
育
・
生
涯
学
習
講
座
関
係
の
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
関
係
で
は
分
館
運
営
及
び
営

繕
交
付
金
を
計
上
し
、
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
活
動
の
推
進
と
世
代
間
交
流

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
分
館
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
順
次
進
め
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
蔵
書
の
更
な
る
充
実
を

引
続
き
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
村
民

に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
も
継
続
し
て
取
組
み
ま
す
。

　

体
育
施
設
関
係
で
は
、
村
民
体
育
館

周
辺
の
再
整
備
を
進
め
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
公
園
管

理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

連
携
と
協
働
で
築
く

連
携
と
協
働
で
築
く

自
立
の
む
ら
づ
く
り

自
立
の
む
ら
づ
く
り

　

国
が
推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組
み
、

特
に
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行

に
つ
い
て
は
各
所
の
動
向
を
見
極
め
つ

つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
最
優
先

に
取
組
み
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
村

民
へ
の
情
報
提
供
等
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
木
曽
広
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

光
回
線
を
利
活
用
し
た
防
災
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
も
村
民
へ
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

　

姉
妹
都
市
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
と
の

国
際
交
流
事
業
で
は
、
令
和
５
年
度
の

受
入
れ
に
よ
り
事
業
の
再
開
が
図
れ
た

た
め
、
６
年
度
は
村
民
の
シ
ェ
ル
ビ
ー

ビ
ル
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
名
古
屋
市
を
は
じ
め
と
す

る
木
曽
川
上
下
流
、
都
市
と
農
山
村
と

の
交
流
な
ど
様
々
な
交
流
の
形
態
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
更
な
る
交
流
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
と
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
会
計
の
特
別
会
計
は
、

そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
給
付
関
係
経
費
を
計

上
し
、
総
額
３
億
８
８
０
３
万
２
千
円

で
、
前
年
度
比
７
・
６
％
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
事

業
会
計
は
野
尻
高
区
配
水
池
設
備
更
新

に
係
る
費
用
の
ほ
か
基
本
計
画
策
定
経

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
及
び
公
共

下
水
道
事
業
会
計
は
、
通
常
の
施
設
維

持
管
理
経
費
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
更

新
経
費
、
木
曽
川
右
岸
道
路
整
備
に
伴

う
弓
矢
地
区
下
水
道
管
布
設
に
係
る
経

費
の
ほ
か
野
尻
浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
水
化

計
画
策
定
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
令
和
６
年
度
予
算
の
概
要
で

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
傾
向
は
収
ま
り
つ
つ
あ
る
兆
候
も
感

じ
ら
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
た
ら

さ
れ
た
厳
し
い
状
況
の
影
響
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

感
染
対
策
と
生
活
の
支
援
の
取
組
み

を
最
優
先
に
し
つ
つ
、
村
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
考
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
の
た
め
、
全
力
で
着
実
な
行
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
表
明

と
い
た
し
ま
す
。

▲遺跡発掘の様子

▲イリノイ州シェルビービル市
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きません。きません。

　※ 戸籍の附票、身分証明書、独身証明書は広域交付の対象外です。　※ 戸籍の附票、身分証明書、独身証明書は広域交付の対象外です。

令和令和６６年年３３月月１１日日からから
　郵送請求とコンビニ等キオスク端末での交付・請求以外に、本籍地でない自治
体（居住地や勤務先の市区町村）の窓口で請求できます。
　そのため必要な戸籍の本籍地が全国各地にあっても、１か所の窓口でまとめて
請求することが可能となりました。

※ 複数の戸籍を請求する場合は、交付までに時間がかかることが予想されます。事前に申
請を行う役場に電話で確認をしてください。

　本籍地でない自治体の窓口に婚姻届を
提出する場合、戸籍謄本の添付が必要で
したが、各自治体の職員が本籍地の戸籍
が確認できるため、戸籍証明書等の添付
が不要となります。

▲

問い合わせ先　住民課 住民係　℡＊＊５５‐３０８０

　請求方法

・本人
・配偶者
・直系尊属（父母、祖父母など）
・直系卑属（子、孫など）
　（右図参照）
※郵送や代理人、第三者による請求はできません。
※委任状による請求はできません。
※ 夫や妻が死亡し相続等で戸籍を請求する場合婚姻後の
戸籍のみ広域交付の利用が可能です。同一戸籍内に名
前が有る場合に請求できます。

　請 求 者

運転免許証、マイナンバーカードなど
顔写真付き本人確認書類

　必要なもの

　そ の 他

種　　別 手数料（一通）

戸籍全部事項証明書 ４５０円

除籍全部事項証明書
改製原戸籍謄本 ７５０円

　手 数 料

▲法務省Webサイト
https://www.moj.go.jp/MINJI/
minji04_00082.html
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飼い犬が死亡したとき、飼い主の転出等により飼い犬も転居するときなどは、異動の届出を必ず行ってください。

登録及び注射　　6,600円登録及び注射　　6,600円　①＋②＋③　①＋②＋③
注射のみ　　　　3,600円注射のみ　　　　3,600円　①＋②　①＋②
《内 訳》《内 訳》
　①予防注射料金 　　　　　3,050円　①予防注射料金 　　　　　3,050円
　②注射済票交付手数料　　　　②注射済票交付手数料　　　 550円550円
　③登録手数料（新規犬）　 3,000円　③登録手数料（新規犬）　 3,000円
　④訪問注射（１世帯）　　 2,000円加算　④訪問注射（１世帯）　　 2,000円加算

料 金料 金

▲
問い合わせ先　住民課 生活環境係　℡＊＊５５‐３０８０

４月23日㈫　飼い主は年に一度、飼い犬に狂犬病の予防注射を受
けさせることが義務付けられています。けさせることが義務付けられています。
　春の集団注射を実施しますので、注射を希望される　春の集団注射を実施しますので、注射を希望される
人は都合のいい会場で受けてください。また、新規等人は都合のいい会場で受けてください。また、新規等
の登録手続きも行うので、犬を飼い始めてから役場への登録手続きも行うので、犬を飼い始めてから役場へ
の届出が済んでいない人も都合のいい会場で手続きをの届出が済んでいない人も都合のいい会場で手続きを
してください。してください。

飼い主は年に 度 飼い犬に狂犬病の予防注射を受飼い主は年に 度 飼い犬に狂犬病の予防注射を受

令和６年度　令和６年度　春の狂犬病予防注射狂犬病予防注射と登録の実施登録の実施
10：30～ 10：35 伊 奈 川 分 館
10：50～ 10：55 上郷リサイクルステーション
11：05～ 11：15 和 村　 日 前 神 社
11：20～ 11：25 和 村 下　 バ ス 停
11：35～ 11：45 須 原 地 区 館
11：50～ 11：55 橋 場 分 館
12：00～ 12：10 大 島 分 館
13：15～ 13：30 役場（正面玄関横）
13：35～ 13：45 商 工 会
13：50～ 14：00 殿 分 館
14：05～ 14：10 野 尻 向 分 館
14：15～ 14：20 阿寺渓谷入口駐車場
14：25～ 14：35 下 在 郷 分 館
14：40～ 14：50 野 尻 駅
15：00～ 訪 問 注 射

５月22日㈬
13：30～ 13：40 須 原 地 区 館
13：50～ 14：00 役場（正面玄関横）
14：10～ 14：20 野 尻 駅

家
畜
の
飼
養
衛
生
管
理
に
係
る
定
期
報
告

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
対
象
と
な
る
動
物
を
飼
わ

れ
て
い
る
人
は
、
使
用
目
的
や

頭
羽
数
に
関
ら
ず
毎
年
２
月
１

日
現
在
の
頭
羽
数
や
衛
生
管
理

の
状
況
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

知
事
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
動
物

　

牛
、
水
牛
、
馬
、
豚
（
ミ
ニ

ブ
タ
含
む
）
、
い
の
し
し
、
鹿
、

山
羊
、
め
ん
羊
、
鶏
（
烏
骨
鶏
、

チ
ャ
ボ
含
む
）
、
う
ず
ら
、
き

じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、

あ
ひ
る
（
合
鴨
含
む
）
、
だ

ち
ょ
う

※
右
記
の
動
物
を
１
頭
（
羽
）

以
上
飼
養
し
て
い
る
人
は
定

期
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

※
一
定
の
頭
羽
数
以
上
を
飼
養

し
て
い
る
人
は
、
飼
養
衛
生

管
理
基
準
遵
守
状
況
の
確
認

（
チ
ェ
ッ
ク
表
の
提
出
）
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

提
出
先

松
本
家
畜
保
健
衛
生
所

提
出
期
限

４
月
15
日
㈪

　

牛
・
水
牛
・
鹿
・
め
ん
羊
・

山
羊
・
豚
・
い
の
し
し
・
馬

６
月
15
日
㈯

　

鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き

じ
・
だ
ち
ょ
う
・
ほ
ろ
ほ
ろ

鳥
・
七
面
鳥

報
告
書
様
式
及
び
詳
細

　

長
野
家
畜
保
健
衛
生
所
の
Ｈ

Ｐ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
松

本
家
畜
保
健
衛
生
所
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

松
本
家
畜
保
健
衛
生
所

防
疫
課

　

℡
０
２
６
３
‐
47
‐
３
２
２
３

産
業
振
興
課　

農
林
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▲長野家畜保健衛生所

※ ４月23日㈫15時からの訪問注射を希望する人は、※ ４月23日㈫15時からの訪問注射を希望する人は、
４月16日㈫17時までに役場に連絡してください。４月16日㈫17時までに役場に連絡してください。
当日は犬を扱える人が必ず在宅してください。当日は犬を扱える人が必ず在宅してください。
　　　　案内ハガキ（登録犬）
　　　　必要料金持ち物持ち物
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〝
人
生
１
０
０
年
時
代
の
健
康
づ
く

り　

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る
・
話

す
・
笑
う
〞
を
テ
ー
マ
に
口
腔
ケ
ア
の

講
演
会
を
２
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
歯
周
病
を
始
め
と
す
る
口
腔

ト
ラ
ブ
ル
が
、
生
活
習
慣
病
な
ど
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
講
演
会
の
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を

お
伝
え
し
ま
す
。

歯
を
失
う
こ
と
で
生
じ
る
悪
影
響

　

奥
歯
を
１
本
失
う
と
、
か
む
力
は

30
〜
40
％
低
下
す
る
と
い
わ
れ
、
抜
け

た
ま
ま
に
す
る
こ
と
で
歯
並
び
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
あ
ご
が
ゆ
が
み
、

全
身
の
骨
格
の
ゆ
が
み
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
食
べ
物
を
し
っ
か
り
か

め
な
く
な
る
こ
と
で
食
欲
が
低
下
し
た

り
、
発
音
が
悪
く
な
っ
て
人
と
話
す
こ

と
が
億お

っ

劫く
う

に
な
る
な
ど
、
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
恐
れ
が
出
て

き
ま
す
。

歯
を
失
う
原
因
の
多
く
は
歯
周
病

　

歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は
歯
周
病

で
す
。
歯
と
歯
茎
の
間
に
た
ま
っ
た
プ

ラ
ー
ク
（
歯し

垢こ
う

）
に
住
み
つ
く
「
歯
周

病
菌
」
に
よ
っ
て
お
こ
る
感
染
症
で
す
。

歯
茎
に
炎
症
を
起
こ
し
、
腫
れ
や
出
血

が
お
こ
り
放
っ
て
お
く
と
歯
を
支
え
る

骨
を
溶
か
し
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
気
づ
い
た
時
に

は
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歯
周
病
は
口
の
中
だ
け
で
は
な

く
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
＊
図
１

お
口
の
健
康
管
理
＊
図
２

　

口
の
健
康
管
理
は
歯
磨
き
と
歯
間
清

掃
で
毎
日
お
手
入
れ
す
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
毎
日
歯
磨
き
を
し
て
い
る
の
に

歯
周
病
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
「
磨
い

て
い
る
つ
も
り
で
磨
け
て
い
な
い
」

こ
と
が
原
因
で
す
。
磨
き
方
の
基
本

は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
当
て
方
、
動
か
し
方
、

力
加
減
、
磨
く

順
番
を
決
め
て

磨
き
残
し
が
な

い
よ
う
に
心
が

け
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
長
く
使

用
し
た
歯
ブ
ラ

シ
は
汚
れ
落
ち

が
悪
く
な
る
た

め
、
１
か
月
に

１
本
が
取
り
換

え
の
目
安
で
す
。

　

毎
日
の
お
手

入
れ
と
合
わ
せ

て
重
要
な
の
が
、

掛
か
り
付
け
医

に
よ
る
定
期
的

な
歯
科
健
診
で
す
。
自
分
で
は
気
づ
け

な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
発
見
し
重
症
化

予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
の
間
隔
は
半
年
に
１
回
く
ら
い
が

適
切
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
受
診

で
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
使
い
方
や
磨
き
方
、

口
の
渇
き
や
飲
み
込
み
に
つ
い
て
の
相

談
も
で
き
ま
す
。

お
口
を
守
る
生
活
習
慣

①
よ
く
噛
ん
で
食
べ
、
唾
液
の
分
泌
を

促
す

唾
液
は
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
働
き

が
あ
り
ま
す
。

②
禁
煙

タ
バ
コ
は
歯
茎
の
血
流
を
悪
く
し
免

疫
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

③
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

ス
ト
レ
ス
は
、
免
疫
力
や
唾
液
の
分

泌
量
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

最
後
に

　

村
で
は
、
35
、
40
、
50
、
60
、
70
歳

の
人
を
対
象
に
、
年
１
回
歯
科
健
診
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
受
診
を

し
て
い
な
い
人
は
、
積
極
的
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

※
資
料
提
供
：
健
康
生
き
が
い
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
介
護
口
腔
ケ
ア
推

進
士　

和
田
啓
二　

氏

人
生
１
０
０
年
時
代
の

人
生
１
０
０
年
時
代
の

 

健
康
づ
く
り
に
向
け
て

健
康
づ
く
り
に
向
け
て

『
口
腔
ケ
ア
』

『
口
腔
ケ
ア
』

こ
う
く
う

こ
う
く
う

み
ん
な
ち
が
っ
て 

 

み
ん
な
い
い

 

〜 

人
生
会
議part 2 

〜

TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）
mail cent@vill.okuwa.lg.jpmail cent@vill.okuwa.lg.jp

保健だより保健だより

藤原 ちよ 藤原 ちよ 保健師保健師

▲図１ 歯周病の影響

▲図２ 歯磨きの方法
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情報掲示板情報掲示板
問   
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施

設
組
合

℡
０
２
６
３
‐
53
‐
５
０
０
０

　

令
和
７
年
度
に
採
用
す
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

・
事
務
員
、
生
活
相
談
員

　

介
護
支
援
専
門
員

　

看
護
職
員
、
介
護
職
員

勤
務
場
所

　

木
曽
郡
（
南
木
曽
町
、
木
祖

村
、
木
曽
町
）
松
本
市
、
塩
尻

市
、
東
筑
摩
郡
に
あ
る
い
ず
れ

か
の
組
合
施
設

試
験
日

　

５
月
19
日
㈰

　

午
前
８
時
40
分
〜
正
午

会　

場

　

塩
尻
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

　

３
月
１
日
㈮
〜
４
月
26
日
㈮

申
込
方
法

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
組
合
事

務
局
（
塩
尻
市
大
字
広
岡
郷
原

１
６
８
３-

１
）
へ
の
申
込
書

問   

木
曽
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

外
来

℡
22
‐
２
７
０
３

　

４
月
か
ら
、
木
曽
病
院
耳
鼻

咽
喉
科
の
外
来
診
療
は
木
曜
日

の
午
前
が
追
加
さ
れ
、
火
曜
日

午
後
、
金
曜
日
午
後
と
合
わ
せ

て
週
３
回
と
な
り
ま
す
。

　

予
約
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
火
曜
日
、
金
曜
日
の
13
時
か

ら
15
時
の
間
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問   

長
野
県
科
学
振
興
会

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
４
３
７

長
野
県
で
自
然
科
学
の
研
究

を
し
て
い
る
人
に
研
究
費
を
助

成
し
ま
す
。

申
請
期
間

２
月
１
日
㈭
〜
５
月
７
日
㈫

交
付
部
門

●
未
来
の
科
学
者
部
門

児
童
・
生
徒
（
※
１
に
在
籍
）

●
一
般
研
究
者
部
門

　

学
生
（
※
２
、３
に
在
籍
）

　

教
員
（
※
１
、２
に
在
籍
）

　

一
般
の
人
、
学
芸
員

●
大
学
・
専
門
研
究
機
関
部
門

学
生
、
院
生
（
※
４
に
在
籍
）

　

教
員
（
※
３
、４
に
在
籍
）

　

研
究
所
・
試
験
場
等
の
研
究

　

者
※
１　

小
中
学
校
、
義
務
教
育

学
校
、
中
等
教
育
学

校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校

※
２　

専
修
学
校
、
職
業
能
力

開
発
校
、
各
種
学
校

※
３　

高
等
専
門
学
校
、
短
期

大
学

問   

長
野
県

不
動
産
鑑
定
士
協
会

℡
０
２
６
‐
２
２
５
‐
５
２
２
８

　

不
動
産
評
価
等
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
及
び
会
場

〇
４
月
２
日
㈫　

10
時
〜
16
時

　

飯
田
市
役
所

　

Ａ
２
０
３
・
２
０
４
会
議
室

〇
４
月
３
日
㈬　

10
時
〜
16
時

　

伊
那
市
役
所

　

３
０
３
会
議
室

〇
４
月
５
日
㈮　

10
時
〜
16
時

　

松
本
市
役
所

　

本
庁
舎
４
階　

第
２
応
接
室

相
談
内
容

　

売
買
、
交
換
、
相
続
、
借

地
、
担
保
、
賃
貸
借
等
に
係
る

不
動
産
評
価

予
約

　

不
要

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

職
員
募
集

サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

科
学
研
究
費
助
成
金

耳
鼻
咽
喉
科
の

外
来
診
療

不
動
産
鑑
定
士

無
料
相
談
会

類
の
提
出

　

受
験
資
格
等
詳
細
は
、
直
接

問
い
合
わ
せ
る
か
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

※
４　

大
学
、
大
学
院

助
成
金
額

●
未
来
の
科
学
者
部
門

　

個
人
の
部　

20
万
円
以
内

　

団
体
の
部　

30
万
円
以
内

●
一
般
研
究
者
部
門
、
大
学
・

専
門
研
究
機
関
部
門

30
万
円
以
内

申
請
方
法

　

申
請
書
及
び
添
付
資
料
等
を

作
成
の
う
え
提
出
ま
た
は
、
電

子
申
請
に
よ
り
申
請
。

　

申
請
書
等
の
様
式
や
、
電
子

申
請
の
方
法
は
長
野
県
科
学
振

興
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▲  長野県
科学振興会ＨＰ

▲  松塩筑木曽老人
福祉施設組合
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の行事予定
1 月
2 火 健康教室（野尻地区館）

3 水 保育園入園式

4 木 小学校・中学校入学式
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

5 金
6 土 推しレコ！（図書館）

7 日
8 月
9 火 健康教室（野尻地区館）

10水
11木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

12金 ＧＳの日（中津川市苗木城）

13土
14日
15月
16火 健康教室（野尻地区館）

17水

18木 おはなし会（図書館）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

19金 なんでも相談（須原地区館）

20土
21日
22月
23火 健康教室（野尻地区館）

24水
25木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

26金
27土 図書館deシネマ（図書館）

28日
29月
30火 健康教室（野尻地区館）

４４月

※都合により、変更・中止になる可能性があります。 ①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 3、10、17、24
英 会 話 ① 19：30 3、10、17、24
押 し 花 教 室 ② 10：00 19
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 10、24
レザークラフト ⑦ 9：30 2、16
陶 芸 教 室 ④ 10：00 26、27

コール・マルベリー
① 19：30 10、24
② 19：30 3、17

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 10：00 3、10、17、24
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 9、23
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 3、10、17、24
ヨ ガ ② 14：00 13、27
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 8、22
フラ教室〈昼〉 ③ 13：30 8、15、22
フラ教室〈夜〉 ② 19：30 12、19
舞DANCE木曽＆
日本舞踊はなやぎ ⑤ 14：00 13、20、27

池坊いけばな教室 ③ 13：00 9、23
笑 い ヨ ガ ② 13：30 25
ヨガストレッチ ③ 20：30 10、17、24

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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2/26我が家のセーフティーリーダー修了式

　
２
月
14
日
保
育
園
で
人
形
劇
団
む
す
び
座
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
の
準
備
が
さ
れ
た
遊
戯
室
は
園
児
た
ち
の
何
が
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
と

い
う
大
き
な
期
待
と
小
さ
な
不
安
が
感
じ
ら
れ
る
そ
わ
そ
わ
と
し
た
空
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ぼ
よ
ー
ん
、
ぼ
よ
ー
ん
と
丸
い
ヘ
ン
テ
コ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
出
て
く
る

最
初
の
演
目
「
で
っ
か
い
の
ち
っ
ち
ゃ
い
の
」
が
始
ま
る
と
園
児
た
ち
の
目

は
人
形
た
ち
に
釘
付
け
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
た
く
さ
ん
笑
っ
て

あ
っ
と
い
う
間
に
２
つ
目
の
演
目
、
昔
話
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」
が
始
ま
る

と
、ね
ず
み
た
ち
が
相
撲
を
と
る
場
面
で「
が
ん
ば
れ
ー
」と
声
援
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
公
演
が
終
わ
っ
た
後
、
園
児
た
ち
は
ね
ず
み
の
す
も
う
の
真
似
を
す
る
な

ど
し
っ
か
り
思
い
出
に
残
っ
た
よ
う
で
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

４月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
7日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
14 日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
21 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
28 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
29 日㈪ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008

村の人口
1,484 世帯

（前月比－４世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 0 0 0
死　　　亡 0 6 6
転　　　入 0 0 0
転　　　出 7 3 10
総　人　口
（前月比）

1,603
（－７）

1,694
（－９） 

3,297
（－16） 

（３月１日現在・住民基本台帳登録人数）

1・2月の
できごと

1/23
保育園
凧揚げ

1/31 保育園木育ワークショップ

2/11竹イルミネーション点灯式

2/2
保育園
節分

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  http://w
w

w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp

印
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

広
報
お
お
く
わ
N
o.593

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
６
年
３
月
14日

発
行


